












































学的研究でも取り組まれてきた（たとえば水産物では，升原 2005；中村 2009；橋村 2011；
林 2013）．家政学などでも，各地での食材利用や献立の特徴（今田 2003；峰ほか 2007；冨
岡ほか 2010）や，関連する歴史・文化や製造活動,  世代間伝承や買い物環境を考慮した地









ている（たとえば，秋谷 1988；奥村 1996；沖山 2001；長沼 2001；真部 2003・2006；伊賀
2004；高木 2005a・b；堀尾 2007；河野・柴田 2010；宮城 2012）． 
さまざまな食品で購入傾向の平均化が進む一方で，地域らしさも一定程度継承されてい

























































































均 3 軒程度持っており，自動車を利用して買い物に向かうケースが大半である． 
徒歩圏内の食料品販売店の有無については，全体では半数の回答者には確保されている． 
 




表 1 アンケートの回答属性の分布 
 
50歳代以下 60歳代 70歳代以上
全体 700 51.7 31.8 (63.1) 33.8 (18.8) 34.4 (18.1)
松任 375 60.5 62.7 (62.9)
美川 75 45.3 9.4 (11.5)
鶴来 125 47.2 16.3 (20.2)
白山麓 75 40.0 8.3 (4.2)










































































































































自動車 90.8 89.4 90.6 88.7 92.6 100.0 98.1 91.8 80.9
自転車 12.1 14.7 6.3 7.5 11.1 0.0 2.8 10.0 22.6
徒歩 10.1 12.4 9.4 7.5 0.0 0.0 2.8 8.2 17.4
バス・電車 2.4 2.8 3.1 1.9 0.0 0.0 0.0 1.8 5.2
タクシー 0.3 0.5 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.9
家族や知人の送迎 4.1 2.8 12.5 7.5 0.0 0.0 1.9 5.5 5.2
小売店の配達サービス 0.3 0.5 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.9
行商 1.2 1.4 0.0 0.0 3.7 0.0 0.9 1.8 0.9
生協共同購入や食材宅配 24.9 24.4 28.1 28.3 14.8 25.0 23.4 29.1 21.7
























「今も将来も心配ない」 20.2 22.4 6.3 17.6 22.2 25.0 27.6 10.0 19.6
「ここ10年で心配になる」 33.7 36.7 28.1 33.3 22.2 25.0 13.3 7.5 52.3
「もう少し先（10年以上先）に心配になる」 43.1 38.6 56.3 45.1 55.6 50.0 59.0 50.9 23.4














達を利用する者が，各地区，各年齢層で 2～3 割あった． 
買い物の利便性の一端として，自動車を利用して自宅から 10 分程度で食料品を購入でき
る場所の有無も尋ねたところ，全体および「尾口・白峰」を除く各地区では確保できてい

















 3.2.1 使用する味噌 
 
回答者の家庭で購入・消費している味噌の種類（ブランド・アイテム）について問うた．










が 2 種類挙げていた（表 3）．「美川」や「尾口・白峰」では，1 種類しか挙げない回答者が
6 割を超えた．一方，「鶴来」では 2 種類挙げる者が約 6 割あり，3 種類挙げる者も約 16％
あった．「白山麓」でも，2・3 種類挙げる者の割合を合わせると約半分あった．世代別では，
若年層に比べて高齢層では 1 種類挙げる者の割合が高まった． 
具体的にどのようなブランド・アイテム名が挙がったか，記入があった 330 人の内容を
表 4 に整理した．総記入数は 591 点あった．このうち，203 名が「日本海みそ」を挙げてい
る．次いで多いのは，150 名が記していた調味味噌類の「とり野菜みそ」であった． 











































1 44.5 45.2 63.6 24.5 45.8 66.7 38.0 42.7 49.5
2 37.3 37.0 21.2 58.5 20.8 25.0 40.0 32.7 40.5
3 14.5 13.9 12.1 15.1 29.2 0.0 16.0 20.9 8.1
4 3.3 3.4 3.0 1.9 4.2 8.3 6.0 3.6 0.9
5 0.3 0.5 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.9
（アンケート調査結果を基に作成）




















































































 3.2.2 味噌へのこだわり 
 
使用する味噌の選択でのこだわりの程度を問うたところ，「強いこだわりがある」・「やや
こだわりがある」を合わせると全体の約 7 割を占めた（表 6）．こだわりの程度は，地区間
では差は小さい．世代別では，若年層より高齢層でややこだわりが強い傾向であった． 






























今も作っている 15.1 16.4 20.6 12.5 10.7 0.0 11.9 19.5 13.9
昔は作っていた 17.2 22.0 2.9 14.3 10.7 0.0 6.4 16.8 27.8
作らない 67.7 61.7 76.5 73.2 78.6 100.0 81.7 63.7 58.3
（アンケート調査結果を基に作成）
各項目の（ ）内の値は、無回答者を除いた回答者数  
 
 
























強いこだわりがある 13.4 13.2 15.2 13.8 10.7 16.7 9.0 12.3 19.3
ややこわだりがある 57.1 56.6 60.6 56.9 60.7 50.0 58.6 56.1 56.9
あまりこだわりはない 26.2 28.3 18.2 25.9 21.4 25.0 27.0 28.1 22.9
こだわりはない 3.2 1.9 6.1 3.4 7.1 8.3 5.4 3.5 0.9
（アンケート調査結果を基に作成）
各項目の（ ）内の値は、無回答者を除いた回答者数  
 
 













産地 23.1 16.0 24.4 27.7
価格 22.3 22.7 21.8 20.5
慣れた味 71.9 74.7 71.8 68.7
ブランド 9.9 12.0 6.4 12.0
機能性や塩分濃度 27.7 21.3 35.9 26.5
その他（無添加であること、原材料（国産）など） 7.9 8.0 11.5 4.8
（アンケート調査結果を基に作成）











 3.3.1 使用する醤油 
 
次に，醤油の購入・消費状況を確認する．回答者の家庭で使用している醤油の種類（ブ













































1 72.0 66.3 90.3 71.1 79.2 100.0 73.4 75.8 66.7
2 19.7 22.5 6.5 24.4 16.7 0.0 20.2 17.6 21.1
3 5.4 7.1 3.2 4.4 0.0 0.0 5.3 4.4 6.7
4 1.4 1.8 0.0 0.0 4.2 0.0 1.1 0.0 3.3
5 1.4 2.4 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 2.2 2.2
（アンケート調査結果を基に作成）


























































 3.3.2 醤油へのこだわり 
 
使用する醤油の選択でのこだわりの程度を問うたところ，「強いこだわりがある」・「やや
こだわりがある」を合わせると全体の約 7 割を占めた（表 10）．こだわりの程度は，地域別
では，「松任」「鶴来」では他地区に比べて「強いこだわりがある」とする回答割合がやや
低かった．年齢層によるこだわりの大きな差は見られなかった． 


































強いこだわりがある 16.6 13.9 31.3 13.8 21.4 27.3 18.2 14.2 16.5
ややこわだりがある 54.4 56.5 43.8 55.2 53.6 45.5 51.8 54.9 57.8
あまりこだわりはない 25.4 27.3 18.8 25.9 17.9 27.3 26.4 27.4 22.0
こだわりはない 3.6 2.4 6.3 5.2 7.1 0.0 3.6 3.5 3.7
（アンケート調査結果を基に作成）
各項目の（ ）内の値は、無回答者を除いた回答者数  
 













産地 22.1 10.4 17.9 34.6
価格 13.8 14.3 9.0 17.3
慣れた味 73.8 77.9 73.1 71.6
ブランド 10.8 14.3 11.5 7.4
機能性や塩分濃度 20.8 15.6 20.5 27.2







 3.4.1 使用する酢 
 
続けて，酢の購入・消費状況を確認する．回答者の家庭で使用している酢の種類（ブラ
ンド・アイテム）について問うた（表 12）．その結果，全体では半数の回答者は 1 種類利用







表 13 に整理した．総記入数は 454 点あった．このうち，100 名が白山市産の「タカノ」を
挙げ，総記入数の 2 割を超えた．白山市内の酢製造業者は高野酢造 1 軒のみであることを
考えると，酢の地産地消は比較的定着しているといえよう．高野酢造は，戦前より酢を製
造し，白山市内をはじめ各地に販売してきた 6）．金沢市産の「うずまき」などを含めると，

































1 53.2 54.6 63.3 38.6 54.5 60.0 52.7 60.6 45.6
2 29.3 27.0 23.3 43.2 27.3 30.0 34.4 23.4 31.1
3 13.6 14.9 10.0 13.6 9.1 10.0 7.5 14.9 18.9
4 3.2 2.9 0.0 4.5 9.1 0.0 4.3 1.1 3.3
5 0.7 0.6 3.3 0.0 0.0 0.0 1.1 0.0 1.1
（アンケート調査結果を基に作成）



































 3.4.2 酢へのこだわり 
 
使用する酢の選択でのこだわりの程度を問うたところ，「強いこだわりがある」・「ややこ






































強いこだわりがある 9.7 7.0 10.0 14.0 18.5 16.7 8.3 10.6 10.6
ややこわだりがある 48.8 50.0 50.0 49.1 40.7 41.7 38.5 49.6 58.4
あまりこだわりはない 32.6 35.5 23.3 26.3 29.6 41.7 39.4 31.9 25.7
こだわりはない 8.8 7.5 16.7 10.5 11.1 0.0 13.8 8.0 5.3
（アンケート調査結果を基に作成）
各項目の（ ）内の値は、無回答者を除いた回答者数  
 













産地 16.3 13.7 17.6 23.1
価格 10.8 15.7 8.8 14.1
慣れた味 58.8 78.4 72.1 65.4
ブランド 16.7 21.6 20.6 19.2
機能性や濃度 12.1 3.9 16.2 19.2





























つように石川県産のものをまとめて陳列，など）を試みていた．また，2016 年 9 月末の現

























＜4＞ ＜8＞ ＜21＞ 11
3 1 4
＜4＞ ＜4＞ ＜12＞ 7
2 4 3
＜3＞ ＜15＞ ＜16＞ 11
2 3 4




＜10＞ ＜10＞ ＜29＞ 11
2 4 14
＜3＞ ＜8＞ ＜32＞ 11
1 3 6
＜1＞ ＜23＞ ＜25＞ 10
3 2 10








































































































































































































































































































































































































































































































































































































（たとえば，村上 2009；内藤・佐藤 2010；山田 2014；農林水産省 2016）．本研究の成果か
ら，主食材ではない調味料に関しても，学校給食を活用した地産地消の実現や地場産食材
の採用の可能性，実現が確認できた． 































































要は，平成 28 年 10 月 25 日開催（白山市民交流センター）の「はくさん学び舎講座 地域資源を可視





















































川嶋正男 1976．白峰地方の食生活と堅豆腐．調理科学 9-4，205-209． 




本経営診断学会論集 11, 110-116． 
白峰村史編集委員会 1982．『白峰村史』（復刻版）上巻，白峰村役場． 
高木 亨 2005a．醤油の好みと地域特性．日本食生活学会誌 15-4，267-277． 





内藤重之・佐藤 信編 2010．『学校給食における地産地消と食育効果』筑波書房． 
中澤弥子・三田コト 2004．長野県における「塩イカ」と「煮イカ」の食習慣の伝承と地域性.日本家
政学会誌 55-2:167-179. 
長沼誠子 2001．甘味嗜好の地域性．日本食生活学会誌 12-1，9-14． 
中村周作 2009．『宮崎だれやみ論 酒と肴の文化地理』鉱脈社． 
中村貴子 2008．食文化を生かした地産地消の可能性－京都府を事例として―．農林業問題研究 170，
186-191． 









林 紀代美 2011．2000 年代の水産物購入にみる食の平均化と地域差．E-journal GEO 6-1:1-15. 
林 紀代美 2013．沖縄の人々はサンマ・サケをどう受け入れてきたか？ ―食材の普及，流通，消費
にみられる地域性―．E-journal GEO 8-1:96-118. 
林 紀代美 2015．『魚食と日本人』古今書院． 
林 紀代美 2016a．海藻・魚醤の利用からみた「能登地域」のひろがり．E-journal GEO 11-1:135-153. 
林 紀代美 2016b．地域食材の消費・伝承をどう維持するか？ －能登の魚醤－．地理 735，48-53． 
林 紀代美 2016c．能登地域における「海藻類」「魚醤」の世代別の利用動向．地域漁業研究．（受理済） 
伏木 亨 2006．人間の嗜好の構造と食文化．伏木 亨編『味覚と嗜好』ドメス出版，235-256． 
堀井正治 1996．日本人の食生活と地域特性．ヨーゼフ・クライナー編『地域性からみた日本』新曜社，
146-177． 











水野徳美・岡本 学・有泉 誠・野原聖一・岡田 晃 1978．閉鎖的山村における通婚圏とその変容過程に
ついて．民族衛生 44-4，158-164． 






安田亘宏・中村忠司・吉口克利 2007．『食旅入門 フードツーリズムの実態と展望』教育評論社． 
山田浩子 2014．『学校給食への地場食材供給―地域の畑と学校給食を結ぶ―』農林統計出版． 
Hayashi，K. 2003．The difference between cities and the change for the constitution proportion of fish-eries 






The actual situation of the use for fermentative seasonings 
in Hakusan city 
 
HAYASHI Kiyomi† 




The purpose of this study is to grasp actual situation of the use for fermentative seasonings 
(fermented soybean paste, soy sauce, vinegar) in Hakusan city, Ishikawa Prefecture. Constant degree of 
choice/use by regional residents on fermentative seasonings that are made in Hakusan city are 
confirmed. Many of supermarkets sell some goods that are made in Hakusan city. For realization of 
keeping regional food culture or industry, it is important to make the chance or scene which regional 
residents are able to meet and experience regional fermentative seasonings made in Hakusan city. 
Devices on visualization of goods are also indispensable. 
 
Keyword  fermentative seasoning , fermented soybean paste, soy sauce, vinegar, consumption,  
regional difference on food, Hakusan city 
